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町
の
発
展
と
町
民
の
皆
さ
ん
の
幸
せ
の
た
め
に
、
長
年
に
わ
た
り
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
功
績
を
た

た
え
る
、平
成
30
年
度
弟
子
屈
町
表
彰
式
が
11
月
３
日
、町
社
会
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、町
の
行
政
・
経
済
・
産
業
・
文
化
な
ど
の
各
分
野
に
わ
た
っ
て
、町
の
振
興
と
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
方
々
に
表
彰
状
・
記
念
品
な
ど
を
贈
呈
し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
る
も
の
で
、
今
年
で
35
回
目
。こ
れ
ま
で
に

２
千
１
９
９
人
と
15
団
体
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は
、
産
業
功
労
を
１
団
体
、
善
行
表
彰
を
１
法
人
と
２

人
、
社
会
功
労
を
３
人
、
在
住
功
労
を
１
０
０
人
が
受
賞
。式
で
は
、
德
永
町
長
か
ら
一
人
一
人
に
表
彰
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。受
賞
者
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）
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在住功労
現に50年以上本町に在住し、年齢77
歳を超え、長年にわたり福祉向上や
産業の振興に努められたとともに、
地域発展のために貢献した方（50音
順）

 
長
年
の
功
績
に
感
謝

産業功労 本町産業の発展に顕著な功労のあった方

摩周メロン生産組合

組合長　藤　田　重太郎
　1985(昭和60）年10月に前身団体

である「摩周メロン研究会」を設立。

農業収益の増加と一村一品を目指

し、苦労を重ねながらも、現在は生産者８戸、出荷数

２万玉を有し、町を代表する農産物の一つになっている。

善行表彰 公益のため多額な私財を寄附した方
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医療法人社団 信診連

　理事長　行　木　紘　一
　1993(平成５年)年４月から弟子

屈クリニックを開業。25年にわた

り内科医として町民の健康や医療

維持と発展に尽力。1998(平成10)年には医療法人社団

信診連を設立し、各種リハビリテーションや介護事業

所などを運営し、本町のみならず北海道の地域医療、介

護分野にも大きく貢献された。

森　内　重　則
　現金1,000,000円をまちづくりの

ために役立ててほしいと寄附され

た。

（2018(平成30)年４月13日受納）

小　澤　　重
　1997（平成９）年12月に町教育委

員に任命され、2017(平成29)年12

月まで５期20年在任。その内、12年

あまりを教育委員長として、本町の

教育行政推進に尽くされた。

　在任中は、弟子屈小・中学校の改築、図書システムの

導入、更科源藏文学資料館の開設など、学校教育から社

会教育まで幅広い分野で大きく貢献された。

表彰式の様子

出席者全員で

社会功労 多年にわたり地域医療、教育行政、社会福
祉事業に寄与し、功労のあった方

故 中　澤　　
　1996（平成８）年から20年以上弟

子屈町身体障害者福祉分会会長を

務められたほか、釧路地区身体障害

者福祉協会長、弟子屈町障害者等協

議会長、民生委員・児童委員、障害支援区分認定審査会

委員、地域包括支援センター運営協議会構成員、地域密

着型サービス運営委員会委員など、公職を歴任され、当

町の福祉行政に大きく貢献された。

東星渡部建設 株式会社

代表取締役　渡　部　哲　夫
　現金3,000,000円を会社合併10周

年記念事業として寄附された。

（2018(平成30)年４月27日受納）

桐　木　ヨシ子
　現金1,000,000円を亡夫（桐木富治

氏）が長年町にお世話になったお礼

として寄附された。

　　（2018(平成30)年５月24日受納）
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